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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、身体活動量にどのような環境要因が影響を及ぼしているかを明らか
にすることである。
最初に、空間疫学手法を用いて都道府県別の身体活動量を可視化した地図を作成し、人口が多い都道府県の歩数
が多いことを確認した。次に、地域相関研究によって社会・自然環境と歩数の関係を調査した。歩数との間に有
意な関係を観察したのは、都市公園数、自家用車数、年間積雪日数、年間平均気温、自家用車の増加率であっ
た。さらに、コホート研究において、身体活動に関連する労働環境と糖尿病、腰痛、腎結石なのどの非感染性疾
患罹患率の間に関連があることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：   The purpose of this study is to clarify the impact on the environment on 
the amount of physical activity and what kind of environmental factors are affecting the amount of 
physical activity.
   Firstly, we made a map for spatial visualization of the physical activity amount by prefectures 
using a spatial epidemiology technique. We observed that there is a greater number of steps in the 
denser prefectures. Secondly, we examined the relationship between the social and natural 
environment and the number of steps using an ecological study. We observed a significant 
relationship between the number of steps with a number of city parks, private cars, and snow days a 
year, annual mean temperature, and increased rate of private cars. In addition, we find a 
relationship between physical activity related work environment and the incidence of 
non-communicable diseases such as diabetes, low back pain, or kidney stones among workers using a 
cohort study.

研究分野： スポーツ・健康科学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 身体活動量と早世の間に負の量反応関係があ

ることが確認されており 1)、身体活動量を増加さ

せることによって健康寿命を延伸できる可能性

がある。環境は身体活動量に影響を及ぼす可

能性が指摘されている。社会環境と身体活動量

の関係について日本人を対象に調査した研究

がいくつか存在するが、それらの研究は調査地

域が限定されており日本全体を対象にした研究

は見当たらない 2-7)。また、それらの研究デザイ

ンは 1 本を除いて横断研究であり、両者の因果

関係を明らかにできる研究デザインではない 2-6)。

さらに、1 件の縦断研究は身体活動に関連する

住環境と寿命の関係を調査した研究であり 7)、

社会環境が身体活動量に及ぼす影響について

評価されておらず、日本全体を対象に社会・自

然環境や労働環境が身体活動量に及ぼす影響

を調査した研究は見当たらない。また、近代化

に伴う労働環境の変化も日本人の身体活動量

を大幅に減少させる一因になっているが、日本

人労働者を対象に労働時の身体活動量や座位

行動時間と健康の関係を評価した研究につい

ても見当たらない。 

 

２．研究の目的 

 身体活動増加のための社会環境改善に資す

る科学的根拠を確立するために包括的な疫学

研究を実施した。具体的には、国民健康・栄養

調査のデータを用い、日本全体を対象に社会・

自然環境と身体活動量の関係を明らかにするた

めの地域相関研究（生態学的研究）と日本人労

働者を対象に、労働時の身体活動量と健康の

関係を評価するためのコホート研究を実施した。 

 

３．研究の方法 

（１）空間疫学研究 

 国民健康・栄養調査は、すべての都道府県か

ら抽出された調査対象者の歩数を測定している。

都道府県別に歩数の比較をして、全国の傾向を

把握するために 2006～2011 年の歩数を入手し、

空間疫学ソフトを用いて「歩数地図」を作成し

た。 

 

（２）地域相関研究 

① 気象条件と身体活動量 

 「歩数地図」によると、降雪量の多い地域の歩

数が少ない傾向がみられた。この傾向が歩数の

測定日 （初冬に測定）の影響をうけたものか確

認するため、17 年分の歩数を入手し、歩数と気

象条件の関係を調査した。気象庁のデータより

平年の初雪が 11 月上旬までに降雪が観測され

る地域における歩数として北海道、青森県、秋

田県のデータを使用した。同様に、初雪が 11 月

中旬以降に観測される新潟県、島根県、静岡県、

岡山県、鹿児島県の歩数を使用し、各地域の

17 年間における歩数の中央値と四分位範囲を

比較した。 

 

② 社会・自然環境と身体活動量 

各地域における身体活動量と社会・自然環境要

因の関係を都道府県別に比較した。身体活動

量の指標として、国民健康・栄養調査（2006 年

～2010 年）の歩数を使用した。社会環境データ

は、総務省統計局のデータから第 1 次産業就業

者比率・第 3 次産業就業者比率・実労働時間

数・社会体育施設数・都市公園数・自家用乗用

車数を用いた。自然環境データは、都道府県別

の年平均気温・年間降水日数・年間降雪日数を

用いた。歩数と社会・自然環境の関係について、

ロジスティック回帰モデルを使用し、歩数（2 値）

を従属変数、各環境要因を独立変数としてモデ

ルに投入してオッズ比（OR）と 95%信頼区間

（95% CI）を算出した。 

 

③ 社会環境の変化と身体活動量 

 地域相関研究によって、社会環境の変化（自

家用自動車数の変化）と身体活動量の間に関

係があるか評価した。身体活動量の指標には国

民健康・栄養調査の 2006 年～2010 年の歩数を、

社会環境は総務省統計局のデータから 2005 年



度～2015 年度の自家用自動車数を用いた。社

会環境の変化は 2015 年度と 2005 年度の自家

用自動車数の差と変化割合を用いた。そして、

歩数と 2005 年度の自家用自動車数、2015 年度

の自家用自動車数、自家用自動車数の差、自

家用自動車数の変化割合について順位相関係

数を算出した。 

 

（３）コホート研究 

① 労働環境と腎結石罹患 

 日本人労働者 23,599 人を対象に自記式

質問紙を用いて腎結石症罹患の有無と座作

業時間を調査した。ロジスティック回帰モ

デルを使用し、「座作業時間の第 1 三分位

群」を基準にして、年齢、性別、BMI、飲

酒習慣、喫煙習慣を調整したうえで、他の

群の OR と 95% CI を算出した。 

 

② 労働環境と高血圧罹患 

 日本人労働者 20,456 人を対象にベース

ライン調査時に対象者の BMI、飲酒習慣、

喫煙習慣、勤務形態、勤務時間における座

作業時間、1 週間当たりの運動実施実施時

間を把握した。追跡終了時点には自記式質

問紙を用いて高血圧に罹患しているかどう

を確認した。座位行動の指標として座作業

時間を使用した。ロジスティック回帰モデ

ルを使用して潜在的交絡因子を調整し、「座

作業時間の第 1 三分位群」および「1 週間

の運動実施時間 0 分/週群」を基準にした他

の群の OR と 95% CI を算出した。 

 

③ 労働者の身体活動量と糖尿病罹患率 

 男性労働者 7804 人を対象に、ベースライン

において最大酸素摂取量を推定した。定期

健康診断において糖尿病の発症を観察した。

追 跡 期 間 を 3 区 分 に し （ 1986~1993 、

1994~2001、2002~2009 年）、Cox 比例ハザー

ドモデルを用いて、多変量調整ハザード比と

95% CI を追跡期間ごとに算出した。 

 

④ 労働者の身体活動量と慢性腰痛有病率 

 対象者は、2009 年～2010 年に職場での健康

診断を受診し、加速度計を用いて身体活動量を

測定した男性社員 4,022 人であった。身体活動

量の指標として、「歩数」、「3 メッツ以上の身体

活動時間」を用いた。また、自記式質問紙を用

いて「腰痛」の有無を把握した。対象者を四分位

に分類し、ロジスティック回帰モデルを用いて、

目的変数に腰痛の有無を、説明変数に身体活

動量の指標を投入するとともに、共変量として年

齢、BMI、喫煙習慣、飲酒習慣、生活習慣病の

有無を投入し、多変量調整 OR と 95% CI を求め

た。 

 

４．研究成果 

（１）空間疫学研究 

 歩数地図（図 1）を見ると、人口密度と歩数の

間に正の相関があると推測さる一方で、測定日

の降雪が歩数に影響を及ぼしている可能性が

考えられた。 

 

図１．都道府県別歩数の平均値 

 

（２）地域相関研究 

① 気象条件と歩数の関係 

 各地域の 1 日の歩数の中央値および四分位

範囲について、地域間に大きな差は観察されな

かった（表 1）。また、11 月上旬に「降雪が観察さ

れる地域」における歩数のばらつきが「降雪が観

察されない地域」と比較して大きい傾向もみられ

なかった。これらのことから歩数測定時期におけ



る降雪の有無が 1 日の歩数測定結果に及ぼす

影響は小さいと考えられた。 

表 1．各地域の歩数の中央値と四分位範囲 

 
 

② 社会・自然環境と身体活動量 

 BMI・喫煙率・野菜摂取量・食塩摂取量を調整

した各環境要因の OR（95% CI） は、都市公園

数： 1.02 (1.00-1.03) ・自家用乗用車数： 0.99 

(0.98-1.00)・年平均気温：1.67 (1.03-2.69)・年間

降水日数：0.97 (0.94-1.00)・年間積雪日数：0.97 

(0.94-1.00)であり、都市公園数および年平均気

温と身体活動量の間に正の相関関係が、自家

用自動車数、年間降水日数、年間積雪日数と

の間には負の相関関係が観察された。 

 

③ 社会環境の変化と身体活動量 

 男性における歩数と 2005 年度の自家用自動

車数、自家用自動車数、自家用自動車数の差、

自家用自動車数の変化割合の順位相関係数は、

-0.12・-0.16・-0.43・-0.50、女性は、-0.01・-0.08・

-0.37・-0.42 だった。自家用自動車数の差や自

家用自動車数の変化割合と歩数の間に、より強

い相関係数が観察された。これらの結果から、

自家用自動車数が増加している地域は身体活

動量が少ない傾向にあると考えられた。 

 

（３）コホート研究 

① 労働環境と腎結石罹患 

 6 年間の追跡期間中に 169 人が腎結石症

に罹患した。「座作業時間の第 1 三分位群」

を基準にした他の群のオッズ比（95%信頼

区間）は、1.40（0.95-2.07）および 1.43

（0.97-2.23）であった（トレンド検定＝

0.081）。本研究の結果は労働環境の変化に

伴う身体不活動が日本人成人の腎結石症罹

患の危険因子のひとつである可能性を示唆

している。 

 

② 労働環境と高血圧罹患 

 追跡期間中に新たに 1,373 人が高血圧に

罹患した。座作業時間について、第 2 およ

び第 3 三分位群の OR（95% CI）は 0.93 

(0.81-1.06) および 0.90 (0.78-1.04) であ

り (トレンド検定＝0.141)、座作業時間が

長いほど高血圧罹患の OR が低い傾向にあ

り、労働時間における座り過ぎは高血圧の

リスクファクターとはならない可能性が示

唆され、今後更なる研究が必要であると考

えられた。 

 

③ 労働者の身体活動量と糖尿病罹患率 

 全追跡期間中に 1047 人が糖尿病に罹患し

た。追跡期間ごとにベースラインの身体活動

量と糖尿病罹患との関連度を比較した結果、

いずれの期間においても身体活動量は糖尿

病罹患と負の関連を示し（トレンド検定：P＝

0.019、P＜0.001、P＝0.001）、追跡期間が長く

なっても関連は弱まらなかった。身体活動量

が多い人は 20 年以上にわたって糖尿病の罹

患リスクが低いことが示唆された。 

 

④ 労働者の身体活動量と慢性腰痛有病率 

 身体活動量が最も低い分位に対する他の分

位の多変量調整 OR は、歩数において 1.06、

0.95、0.88 であった（トレンド検定：P＝0.090）。3

メッツ以上の身体活動時間においては、1.03、

0.98、0.77 となり、有意な負の関係が認められた

（トレンド検定：P=0.003）。本研究により、日本人

男性労働者において、3 メッツ以上の身体活動

時間と腰痛との間に有意な関連が認められた。 
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